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講
義
録
・
教
科
書
と
出
版

　

本
学
は
東
京
法
学
院
時
代
、
国
内
法
に
重
点
を
置
い
た
専
門
知

識
習
得
を
中
心
に
、
予
備
教
育
と
資
格
試
験
の
受
験
準
備
の
体
系

を
整
え
、
こ
れ
に
対
応
し
な
が
ら
教
科
書
や
出
版
の
傾
向
も
変
え

て
い
っ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
は
、
本
学
以
外
の
学
校
で
も
多
少
の

差
は
あ
れ
、
同
様
で
あ
り
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
中
央
大
学
と
改
称
し

て
以
降
、
徐
々
に
他
校
で
も
そ
う
し
た
体
勢
が
整
っ
て
く
る
と
、

予
備
教
育
と
資
格
試
験
受
験
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
、
創
立
二
十
五
周
年
前
後
に
は
学
制
を

大
幅
に
刷
新
し
、
そ
の
内
容
の
充
実
を
期
す
動
き
が
顕
著
と
な

る
。
こ
の
中
で
他
校
と
差
別
化
を
図
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
再
び
英

法
の
特
長
で
あ
る
実
地
応
用
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
一
二
年
度
版
『
中
央
大
学
学
制
一
覧
』
で

具
体
化
さ
れ
、
明
確
化
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
江
木
衷
が
構
想
し
、

土
方
寧
が
欧
米
を
視
察
す
る
な
ど
し
て
実
際
の
体
制
刷
新
を
主
導

し
た
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
『
学
制
一
覧
』
に
付
さ
れ
た
「
中
央
大
学
新
学
年
の
施

設
」
は
、
一
二
年
度
の
学
制
刷
新
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。「
徒
い
た
ず
らに

理
論
の
末
節
に
拘
々
と
し
て
実
用
の
大
本
を
閑
却
す

る
は
現
今
我
法
学
界
に
於
け
る
通
弊
」
で
あ
る
と
し
、「
実
地
応

用
の
妙
を
極
む
る
は
英
国
法
に
し
て
此
長
所
を
学
得
せ
し
め
ん
こ

と
を
期
す
る
は
実
に
吾
建
学
の
主
旨
た
り
」
と
英
吉
利
法
律
学
校

以
来
の
伝
統
を
強
調
し
、
さ
ら
に
本
学
以
外
の
各
学
校
も
「
英
法

を
教
へ
さ
る
も
の
な
し
、
然
れ
と
も
我
国
法
と
併
課
す
る
か
故
に

勢
い
少
数
の
時
間
を
以
て
最
も
学
習
困
難
な
る
同
法
を
授
け
さ
る

を
得
」
な
い
状
況
と
、「
同
国
法
の
根
本
観
念
を
欠
く
か
故
に
そ

の
美
点
の
何
れ
に
あ
る
や
を
解
す
る
能
は
す
、
教
ふ
る
者
、
学
ふ

者
と
共
に
唖
然
た
る
の
み
」
と
英
法
教
育
の
現
状
を
指
摘
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
学
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
、
新

学
年
よ
り
土
方
、
松
波
仁
一
郎
、
山
田
三
良
、
池
田
寅
二
郎
、
二

上
兵
治
の
諸
講
師
に
嘱
託
し
、
原
書
を
教
科
書
と
し
て
英
国
法
の

大
体
を
教
授
し
、
そ
の
足
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
講
義
で
補
い
、
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中
央
大
学
（
明
治
・
大
正
期
）
の
教
科
書

さ
ら
に
逐
一
わ
が
国
法
と
対
照
し
て
論
評
す
る
こ
と
と
し
て
、
各

学
年
ご
と
に
教
科
書
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
科
書
は
、
従
来
の
ア
ン
ソ
ン
や
ポ
ロ
ッ
ク
の
著
書

に
加
え
、
テ
リ
ー
な
ど
東
京
法
学
院
時
代
に
は
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
た
教
科
書
が
復
活
し
、
財
産
法
、
衡
平
法
、
会
社
法
、

売
買
法
、
海
上
保
険
な
ど
、
ピ
ッ
ト
マ
ン
、
チ
ャ
ル
マ
ー
、
ダ
ッ

ク
ワ
ー
ス
と
い
っ
た
人
々
の
著
書
で
あ
っ
た
。

　

新
し
く
加
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
英
法
の
基
礎
的
分
野
の
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
当
時
の
最
新
の
も
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん

土
方
の
欧
米
視
察
の
知
見
に
も
と
づ
い
た
選
択
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
教
科
書
の
ほ
か
に
、
現
在
の
通
信
教
育
生

に
あ
た
る
「
在
外
員
」
を
主
対
象
と
し
た
講
義
録
が
発
行
さ
れ
続

け
て
い
た
。
こ
れ
は
各
講
師
の
講
義
を
逐
次
筆
記
し
刊
行
す
る
形

式
の
教
科
書
で
あ
り
、
本
学
の
一
大
特
長
で
も
あ
っ
た
が
、
の
ち

に
は
単
行
書
と
し
て
実
際
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
や
、
写
真
に

掲
げ
た
稲
田
周
之
助
の
『
外
交
史
要
領
』（
有
斐
閣
、
一
九
年
）

の
よ
う
に
、「
過
去
ノ
講
義
ノ
要
領
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
将
来
ノ
講

義
ノ
要
領
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
講
義
案
を
ま
と
め
た
も
の
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
こ
れ
ら
は
専
門
書
店
か
ら

刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
科
書
・
参
考
書
は
多
様
化
し
、
他

方
で
は
中
央
大
学
教
科
書
や
参
考
書
を
す
べ
て
取
り
揃
え
、
中
央

大
学
専
属
を
称
す
る
精
興
社
書
店
の
よ
う
な
書
店
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

稲田周之助『外交史要領』


